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 石川,岐 阜県界から山口県に至る背染山脈に沿つてほぼ東から西に分布する天然生スギ林の中で,   穣

京都大学芦生演習林は北方に福井県遠敷郡,東 方に滋賀県高島郡,南 方に京都府北桑田郡などの地域   ㌶
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NAKAI)の 名称を与えたが,こ れはとくに裏 日本の天然生スギに共通にみられることで,必 ずしも   繋

当肪 に限つた鰍 ではない.当t也 域嘩 あ励 れるス難 脚 すべて猷 条性のものである・はい 讐

えないが,伏 条性稚樹の占める割合は大きいと老えて差支えない。 しかもこれらのスギ稚樹が次代林  噛

分の形成に重要な役割をもつているに違いないと思われる。                   滋

訪 ・のよう雛 劒 成長の才・そいことはすで 7) 1)が 指胤 樋 りで,蝶 樹や・ギな  !'.

どの閉鎖した林内にあつてようやくその生命を支えているにすぎないようにみえる。これらは上層木   籍

とは全 く異つた環境の下に誤 つた生活をしている拷 えるべぎで,ど のよう樋 程を経てこ肋 の ド

稚樹が成長 して成林するに到るかを解明してお くことは単に森林生態学的に興味ある問題を提供する  轡 、

ばか りでなく,当 地方におけるスギ林造成のために重要な根拠を与えるであろう。          峯

 従来天然生スギ林の成立については岩崎 ら幾多の研究があ り,あ るいはこの現象に関係ある天 l  l

新,択 伐林型に関する研究は極めて多い。 しかしスギ伏条性稚樹に関する報告はそれ程多 くはない1   1,

うであ る。

 大面積にわたつて天然生スギ林を有する当演習林において昭和31年 春にスギ林の伐採が行われた4
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..会 に,そ の伐根 を利用 して 当演 習林の天然 生 スギ林の成立経過 を推 定 しよ うとした・

{ド研究は今後伏条性稚樹の成立に関する条件及び生理,生 態を併せ調査することによつて完成され
毒くぎものであ るが,こ こに伐根調査の結果について のみ報告す る ことに した。

 本研究に際 して載いた京大演習林本部及び芦生演習林の各位の御好意,御 協力に厚 く感謝する。

 数お本報告は四手井が計画・指導 し・中江はこれに協力 した。野外の調査・測定及び計箕は主 とし
;小 池が担 当し・ とりま とめは堤が行つた・

ゑ,

L             2 調 査地 に つい て

'調査地は当演習林31林 班に属 し
,由 良川支流・赤崎西谷に沿つた海抜約500m～680mに わた る約

、isで,昭(ピ)和31年春に,天 然生 スギ,広 葉樹の混交林の うちスギの伐採 された跡地である。
`
おおむね北西斜面で傾斜は平均約35° で急斜面である。土壌はBD型 土壌に属する部分が多いが・
零材が古生層に属する粘板岩,頁 岩を主として比較的重粘である。

 この附近は一般にスギの成立割合が多く,ク リ,ホ ホノキ,ブ ナなどの広葉樹 と混交するが,混 交



歩合 は胸高直径20cm以 上 の林木 に

ついて針葉'1"Z`i約86%,広 葉 樹約14%

(本 数 割合)で,針 葉 樹は少数の ヒ

ノキを除 き大部分 がス ギであつた。

地 床にはエゾユ ズ リハ,ク ロモジ,

リ ョウブ,ツ ル シキ ミな どがあ り,

ス ギ稚 樹がかな り多数認 め られた。

調査地 の植生 の概 要は別に ベル トト

ランセ ク トに よつて附図1-4に 示

した。

 なお 気象 の概 要は第1図 に示 した。

                 ・言鮪 方法    ・ 難
ず (をハ)ヨ

鰍 ・おける年轍 の誤 徽 それ伽 直翫 ・か・伐採・れたス禰 の・墨去脚 黙 ,
る生育状態を推定しようとした。                                餐

 1)ス ギ林成立時期の推定                         { 1

 伐採 されたスギ伐根断面には,中 心部に極めて年輪密度の高い部分をもち,あ る年次から急激に1
大成長が旺盛になつている。 この傾向は天然生スギに比較的共通にみ られる現象であろ う。 この年l   l

密度の高い中心部は過去における被圧時代を示すものと考えられる。後に証明するようにこの被圧

                                           」



}
;
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    値 径 か ら推定 した樹高 は大 き くはない ので・ 前代4)林 分 内では明 らかに被 圧 された スギ稚樹 として

   鱒.ま していた もの と思われ る。従つ てここで は伐根断ti!lにおけ る中心部 の年輪 密度 の1ジ}1い部 分・す な

   紘 ち被圧部分 を被圧 された稚 樹時代 を示す もの と老 えてお く。

   1こ の被圧部分 の外側 では年輪 巾は急 に ノくとな り,多 分何 らカ・の原 因に 上つ て環境条件 が よくな り旺

    ご成長 し始めに こ こを ・∫してPる 。 こ・り部分・メ1輪 数 はてれ 一'れのf剛 ・て疲長 が盛 んにジ、、つ た後 の

   謬    過 年 数を示す もの と考えて よいて あろ う・多数・う伐!l走に ついて測定1一れ1よ,昭 和311F`に 伐採 されたス

   綿 の成立 しは じ川 」i糊 及Uご状況勧 錠 で きる"eあ/・ り・このために測/1?し た 伐根 は125f固 で あつ た・

   範2)成 林 に役立つた稚樹 の)レこ態 の推定

   、 スギ伐根について中心部 の被 圧都分びコ直径 及び伐根 の高 さを{f;IJ;}した。 直径は長 盛,短 径をそれぞ

  ,l lし0.1・mま で11耽 しLer嫌1〔 を求 …た.イ 轍 断[融 中'・二・か ら地表uti!;で ・騨 酬 難 を10・m括 約 で浪1∫

  1吻 した。 これは この地 加 りノ撚 ス・＼ーが主 と して雪 ・つたv)根 曲 りに な り,伐1鼓 断面か ら根際 」三で の長 さ

  執 地( のコ)上高 とに違いがr-yrら で あ る・ 」三た このたw・1こ伐採 された高 さが 貼 ・り地一1-.10・mか ら1mま

  鍵 の間にあつ て一 様では・よかつた・

   o柔このよ うに測 三された汐芝J琳 分 の 熔 さか ら1婦 を1聯 す る1油 醐 肋 状 態を推・ヒしよ うとした・

・  き∫すなわち現存 鯛 齢!l乏 際 か らしっ高 さに応 『」る直 径の 劇 ヒを測定『嫌 ばその糸隷 をillyて 種 々の伐根

   劇 こおけ る被圧部分直{随 同一 の高 さにおけ そ)それに計算 しなお1て とが可 能であろ う。 この よ うな

   目的で現存稚樹0・5-一.6m高 の もの155木 に ついて,地 際 よ りそれ マれ20cm,30cm,50cm.70cm,

   gOcm点 の 直径を測定 した。 この場・r争も長 経・ 短 径の'卜均イilF〔を用 いた。 同時に春壷樹の栩高を10cm括

   釣 で測定 し,地 際 ・1130・1n'・∴ゆ[醗 と T. ・・30・m高}・ おli一るイ蝦 の被1瑠 分 ・埴 径力・1二・

   詐 の 当時 の樹高 を推定 しよ ラとした。 なお稚個 の柾1高の測定は側 証乏高の測定 方法 と同様 であつた。

    調 査地 はまだ伐 倒木,枝'条 の整理 がす んでいなかつ たのでルミ行 及ひ伐根 の発 見にやや困難を と もな

     o}従(ト)つてここでは綻 び珊 責内にあ♪け ベトω 鰍 を灘 すること細 鞭 ・紡 く欄 」・ほぼ
   ド様 とみ なされ る赤lil〕西 谷沿 いの約19haの 林地 内で測 定 μ∫lli三な 伐根 につ いてのみ測 定 した。 試 料数

   '927個(し)であつたか ら・ この地 域一滞 蝋 態を推淀 す るのに 少ない とは㌧'えないで あ/・ う・

  縮

                   4 測定結果 及び考察

¶

司

～
1)成 長 を開始 し始めた時 期について

、調査 した125個 の伐根 について旺 盛な成長 を開始

した後の年輪数 を まとめる と第1表,第2図 の よ う

   Table 1. years after thickning growth was

        accelerated
、

 }  第1表 旺盛な成長を開始した後の年輪数
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であつた。                                        1

 柴屈 ま当演習林内で上層を占める広葉樹の巻枯 しによつて被圧されていたスギ稚樹が急に成長を回

復 した経過を報告 したが,何 らかの原因によつて環境条件が改善されると急激に成長を回復するこぎ

は従来 より認められてきた通 りである。調査 した125個 の試料の中には伐根面で中心より旺盛な成長

を示 し,中 心部に全 く被圧部分をもたないものが9個 含まれていた。 しかしその他は全部中心に年構

密度の高い被圧部分を もち,し か も肥大成長が盛んになつた部分 との境は比較的急で漸変的な移行蔀

分を もつ ものはなかつた。 このような傾向はこれらの稚樹が徐 々に成長 してやがて上層を占めるよう

になつた とい うことを示す ものではなくて,む しろ何 らかの理由で稚樹の成長のための環境条件が急

に改善されたことを示すものと老え られよう。従つて旺盛な成長を開始 した後の年輪数をもつてスギ

稚樹が成長を回復 し成林を開始 しはじめた時からの年数を示すもの と老えてよいであろう。

 第1表,第2図 によれば旺盛な成長開始後の年輪数は125個 の伐根について,ほ ぼ48--50を 最大 と;

して正規分布に近い分布状態を示 している。調査 した伐根はそれぞれ伐根高に幾分の違いがあ り,そ

撫 溜認 鷹 驚鱗繋訟ち1蹴澱 鷺嵩懸謙 湾綴 雀嘉譲、1
か ら61ま での闇 にあ り,最 大 と最小 との間に22年 の 差があつたが,こ の うち45～54ま で の閤に約86負

が 含 まれて しま う。上述 の よ うな誤差 を考 慮する と比較 的一斉 に,約50年 前稚樹 の成長が盛んにな老
                                            ;
機会が与えられたのではないかと推定される。

 この考えを証明する過去の正確な記録は多 くはなかつた。 もともと大.10年 に演習林 として設定き   一諸

れてが 、は,鹸 川 硫 に幸益つてスギ約2万 石を伐採 した とい う茸掛 最近蛭 緑 で大規概 伐翻  、ll

行われていなかつた。また とくに今回の調'r-r.地で泣,る赤崎西谷に対 しては伐採その他造林保育が行素   1"

れた とい う記録はない。                                麟(ゴまじ)

っ鷲翻諜 製1犠謙 罧難難誘騰 瓢 騰湛場繍認等饗難療 蜘( )
小数 の ヒノキ,約13000万 尺 〆,ク リ枕木16万 挺 の伐採 が行われた としてい る。 このほか 旧知井村l  l撫

場(璃 畷 馴 骸 酬 ・保存・れた 〃区舳 林淋 獺 に関拓 瀞 によれば註 として・∫ 磯

1繋製撫響1欝猟灘 羅1爾 欝
藁鷺螺∵∵端1∴∴鷺鷺欝ll羅
享欝 雛凝怒欝讐繍譲隻謂型糟∵踏議僕鴛 艀藁畜聾認  叢
研究 もほ綱 様噸 向を認めている.。 のよう巌 向は燃 生スギ欄 ・・嚇 繊 長が陽光の離  毅

す励 蹴 られた蜻 空聞に密接醐 イ系してい… 蛎 すもの・いえよう。     1騰

すでに述べた・う鉢 諮 地に・・いては・磁 姓 長醐 始・てからの年数が約・・年を中心・す・ 騰

前後約10年 の閥にあ り,そ のうえ中心部の被圧部分からの移行は急であつた。 また現在より約50年1   鞭

調査地附近滞 か ら相当数のクリが枕木用材 として伐採 されたとい う講 表があつた.こ れらの事鄭 歳

ら約50年 以前に当時上層を 占有 していたクリの伐採が行われ,林 分は皆伐 または疎開を うけ,同 時1

その下層で存在 していたスギ稚樹が充分な陽光,生 育空閥を得て急に成長を開始 し成林するに到つ

と推 定することがでぎるで涛、ろう。約50年 前のクリの成立状態は不明であるが,ク リを主とするス



                                          25

びその他広葉樹 との混交林であつたと仮定す ると・調査地における伐根で旺盛な成長開始後の経過

幽 が約5°髄 幅 にIIて1御・1°年醐 でパラツクことの原因を説明することがで謁 ・それは醐 の 
の うけかたが部分によつて異 り,従 つてスギ稚樹が旺盛に成長をはじめるに要した年数にも多少

差異が生ずるであろ うからである・

蚕2)成 林に役立つた稚樹

 定した927個 の伐根のうち13個 の試料は中心に被圧部分を有せず・中心 よりほぼ均一な成長を示
"

た.こ のよう/,;13個を除き個 よ全部中心部に年輪密度の極めド(高い被圧部分をもち・かつて被1懲
幽
た時代のあつたことを示している。 この被圧部分の大 きさから被圧 されていた時代のスギ稚樹の状
し
を推定してみ よう。

R1査 地については約50年 前 クリの伐採が行われた当時のスギ稚樹の状態を知 りえないため,現 在林

1'ある稚樹の状態から推定するよりほかはない。 もとより上層を占める棚種に畿分の違いがあり,

 を うけていた程度一,年数 も全 く同様であるとは思えないから,現 衣林内にある稚.樹の状態と本調
桂
地林分が約5ar前 クリの伐採 される以前の林内にあつたスギ稚樹の状態と全 く同じものであるとは

考 える ことはで きない。 しか し同 じ

よ うに閉鎖 した クロー ネの もとで と

るスギ稚樹の生活形が現在 の林 内に

あ る もの と約50年 以 前 の もの との間

で本質的に全 く異 る もの とは考 え ら

ない。従つて現在 の林 内にあ る稚樹

の状態か ら過去におけ る状態を推定

す る ことも不可能 で は な い と考 え

る。

 前 述 した よ うに伐根 高は10～100

cmの 閥 にあつて一様 で は な い。 従

つて被圧部分 直径 を同 じよ うに比較

で きるよ うに,こ こで は地上30cm

点 の 大 きさに計算 し統 一 した。

 現 存稚 樹155本 につ いて地.f.:20,

30,50,70,90cm点 の平均直径及び樹

高を測定した結果を樹高階別に図示する

と第3.4図 のようである。

 第3図 によればすべての樹高階を通 じ

て地上高 と平均直径 との関係は一次の直

線的な関係にあ り,し かもある与えられ

た地上高における直径は樹高階が大きく

なるほど大きくなるとしても,お のおの

の樹高階で地上高が増すごとに直径の変

化する量はほぼ同一で,従 つて各樹高階

毎に地上高 と直径 との関係を,y=ax+h

であらわす と,こ の直線の勾配αは樹高

の差異に無関係にほぼ等 しくなる。aの

値を第2表 に示 した。
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          Table 2. The value of a in y=ax十U, showing the Height-diameter relationship.      ,

           第2表 ス ギ稚 樹 の 地 一ヒ高 と直 径 の関 係y;m十bのaの 値

                                                                                    

 Height  1    2    3     4     5     6     7     8    9    101椰
1階 ・゚5-1ml:1.5m11.5-2.°m

-2・.°-2.5m2.5--3.°.m3.°-3・5m3.5-4.°m14.°-4.5m4.5二:5m-5-6m、

   a    O.0130  0.0144   0.0145    0.0145    0.0148    0.0148    0.0149    0.0147   0.0154  0.0150

 樹 高 の最 も低い ものがやや常数 の値 が小 さ く,直 線 の勾配 がや やゆ るやかである よ うであるが,鎌    ,

4図 に 明らかな ように,地.L高 の 増加に伴 う直径 の減 少の絶対Illは30cm点 以 上 では樹高階 にほ とh   ・

ど明瞭 な関係な しに0.4～0.1cmの 間 に入つて しこkう。 この変化 の1};:が極 めて少ないので,樹 高階凶

無関係 に地上高30cm点 以 」∴では10cm高 くな るご とにほぼ 同 じ}ll:だけ 減 少す る と考 えて も著 しい調   1

差 は お こらないであろ う。 しか し20cm点 で は 変化の 巾がやや大 き くな り,0.1～0.5cmの 闇 で, L'

か も樹高が高 くな るほ ど大 ぎ くなつていた。 これは多分根張 りの影響 と老 え られ る。 しか し伐根高3   1

cm以 下 のもの は98個 で全体 の約10%をIllめ た にす ぎず,ま た誤差 の絶 対rll:は0.5cmを こ えないゑ   1{

ら,こ のよう姻 淀 にオ、い一`し く糸課 に影琴糖 鷹 す と1緒 えられない.徳 、てここではで蝦 高が  1

30cm以 上 の ものについて は10cmに 対 し0.13cm,30cm以 下 の ものに対 して は0.25cmの そ れぞれ   鞍

増 減t°!If:を計 算 して伐根高30cm点 に おけ る被 圧部分 の直径を推 定 した。               誓

 また地上高30cm点 の直径 と樹高 と

の関係を現存稚樹についての測定結果

か ら求めると第5図 のようである。

 すなわち測定した範囲内では稚樹の

直径 と樹高 との関係はほぼ一次の直線

的な関係にあつて,y=ax+bで 示す

ことができる。最小 自乗法によつて常

数を求めるとつぎの実験式をえた。

  y=46.8x十41

 y:樹 高 x:30cm点 の直径,

 単位cm

 この実験式を用いて昭和31年春に伐

採されたスギの約50年 前,被 圧 された

稚樹時代の樹高の推定を行つた。なお

測定 した927個 の伐根の うち被圧部分

を もたない13個 の試料については,そ

れぞれの伐根高で被圧部分が0で それ

以下に被圧された:部分があつた と仮定

して計算した。

このようにして推定した稚樹の樹高をo.5mご とに区分 しておのおのの出琳 数をまとめると鰯  驚

あ 第6図 のようで鍋 。                携 勲

す楠 ち樹高3mの も鰐 恥 多 く・2・・一・m高 のものだけで琳 の57%を ・昏める・ しかも2m  lβ

下のものは僅かに7%に 達したにすぎず,極 めて少なかった。棚高5rnを こえるものも少ないが・2  睾 W

くに10m近 くにまで達するものは,む しろ稚樹 とい うよりは成林した林内での劣勢木として取扱わ1

るべ きものであろ う。稚樹として取扱われるものは比較的樹高の低いものであるから,こ こでは便

上樹高を6mま でに限つて老えると第7図 のようになる。                "



4                      z7
駐

肇

1,、              Table 3. Frequency of rleight of young tree.
蜜

1が,     第3表 擬 網 の臨[1皆 躰 数と紛 率

:., 謂 翻 い ・51・ ・、 ・・z.o
-2・5.-3・ ・-3・54.0…-5.・5・ ・6・ ・'_一 一一一 一一一

1謬 ㌔11、1∵ 「76:1516.:・1435.41112.:859.2697.4・47374.0
鞍 轟

・・57・ ・7・58.0・59・ ・
.9・5.10.篁     

    蝦 鳴 14742一 一2-一 一 1927

     96      1.5   0.8   0.4   0,2   -     0,2   -一・   0。1    100
葭鰍

'こ の傾向は 前述の場 合 と本質的に 異 らない。

中江(め)の調査に よれば現 在維棚の棚R「llは約1mの ものが最 も多 くて約蛤 を占め,2m以 」:の ものは全
'

の約40%をIii<V)る に すぎない。矢 作(ヱの)もノ撚 生 林内しノ,スギ伏条性 稚樹はif径1cm程 度 の ものが極め て

、FFく,それ以王 の ものは急にか黛少す る と報告 した。木調杏 におけ る直径樹高 の関係 をあて はめる と直

1cm程 度 の ものでは樹高は1mよ1)低 い 。 これ らの結il毛を直 ちに本 調査士也に あてはめる ことはで き

いとして{,,同 じ演習 林内で本 調 渥地ノ1に と くに棚 高の高い稚.梱が 多かつた とは考え られない。
.しろ樹高

2m以 ドの 里、の!,か な り多数存 在 していた と考 えるべ きであろ う。 一方伐根1凋査か1:・推 定

た過去におけ る スギ稚樹・か樹高に は2m以 下 ・つものが極 めて少な㌧・。 この ことは本 凋査地に1ま,か

,「て樹高2m以 冒ドしリスギ稚 樹が極 めて少なかつた と考え る より{,,む しろ,こ れ らが上 層 クローネを

 していた クリの伐採 に1:っ て 生育のための環 境条性 が改ll捲 れ た としてa,,そ の ままではそれに

FL'て直 ちに生長 を盛 んに し,成{・1に 役立 つ機 会が極 めて少なかつた と老 え るべ きであろ う。

 江(の)の結果に よれば スギ伏条性 稚{噛・「'1の樹 高約30cm,よ り2.3mま て の間 で クローネの長 さ, rD及 び

 の発達はほぼ樹 高に応 じて大 き くなるが,と くに樹 高の低い ものでは根 系の発達が不良である こ

曄指摘 した。 しか も樹高1m未 満 の もので は・rl根長 が僅 かに35cmに す ぎない とい う。 筆者 らの調

 もとくに樹高 の低 い ものでは葉 甲.に比 べて根の 甲:が著 しく少ない ようであつた(の)。

 田(の)は当演習 林におけ る 々望ミ更新において地表堆 積物 の厚 い ところ,A層 の 発達 した ところでは 天

 実 生苗の消 りこの 大ぎ、・こ とを認 め,こ れ を とくに これ らの層の保 水力及ひ 稚樹の根 系発達の点 か

 明 してい る。 ス ギ稚樹の根系 は とくに地表に粗腐植 グ⊃堆 債をみ る ところで は表図浅 く発達 し,水
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平的な拡が りにおいて著 しく,深 く心土に まで根を発達 させるのは樹高が充分高 くなつてからだとい
                                                '
う。一方これ ら地表の堆積物の含水量は空中湿度の影響をうけやす く,降 水量に恵 まれ閉鎖 した榊

で比較的高い湿度が常に保たれているところでは,こ れ ら根系の生活に充分な水分を供給 しうると1  、

て も,一 謁 鼎開されクローネの保護がなくなると大気の湿度に強 く影響を うけて甚 しい乾燥を うけr  、(う)1

危険がある。 とくに上層 のクローネを形成する主林木の伐採のみが行われ下層を形成する広葉樹そ0   鋳

他の搬 が残されるときは,地 表構 伽 流亡はそう酬 にはオ・こらないようであ潔     裟

すなわち・・の㈱ ・行われた後地表堆積物は・縦 その・・麟 ・,・かも疎開の影響をうけて 1;

甚 し く乾燥 する機会 が与 え られる。一 方 と くに小 さい稚 樹は根系の発達が不良で しか も地表近 くに1、  石1

く帳 ・てい・ため・A・ 附 近で強 く難 の害をうけ・繊 があ・・うに細 渦 ・ 従つて・の・ 16{e:

うな小 さい稚樹では急に疎開された環境で充分の光を うることの利点よりも根の発達の不良,そ の佃  1創

入 した層の水分条件の悪化によつて逆に生育を阻害 されることがおこりうるであろ う。       1舞

天然熱 … いて欄 轍 に表層土の紛 条件が強く関係… た矢勝 ㈱ ・スギ欄 の剰 `'tD'

と根量 とが釣合つて独立 した一個体 として生育 しうるのは樹高にして約1.5m程 度に達 した ときで義  .鋼

るとしていることも上述の老えを支持するものといxる であろ う。            1  し.綱

・た醐 を・け・・舗 砿 軸 を主・す蜥 ・い樹 搬 入・はじめ・.・ れらの・縞 木・・ 綴

て発達するものは別 として,各 種の雑草木で も樹高約2m程 度には達するよラである。 これらの成」  導 鯛

ははやいか らとくに樹高の低いスギ稚樹は疎開された後,新 しい植生によつて再びすみやかに被圧さ  蓬獺

れる可能性がある。                                     稗(う )

 上層クローネ疎開に伴 うスギ稚樹の成長については別にこれらの生理,生 態を解明しないと充分で  養

はないが,本 調杏結 果から,樹 高約2m以 下の ものは疎開された として も充分に成長を回復 しえない  ;1、

で枯死 または被圧されたままで終る可能性が友,り,次 代の林分の形成に役立つものは少なくとも樹卍  臨( )↑

約・m鮫燵 ・てい繊 があ・・推rrr・される.          鋤

 3)伏 条稚樹の成長                                 !㌔

現存スギ稚樹の地上30・m点 の年輪数,伐 根の被圧部分の年輪数を稚樹7,イ 蝦7に ついて調査! '璽

たp9・ 表,第8図に示した.               醐
                                               熱

                                                                             S                                                                                騨

             Table 4, Thickning growth of young tree.                     三 鱗

             第・表 稚 樹 の 肥 大 成 長      ・ 麟
                                                                       ,       覧f

一鯛 一堂墨{1劉讐轡一黙  l!;
    41?1  410:1  2°14:ll  i:! I J」/f      鞭
                                                                              蟹 `ヨ

    4313  1:1  1223:ii64   1:; ・ ;     1  難1                                                                              縦                                                                               「

    45  4・2  21・43   0・9   "        膿転74
37 劉1;:8324-:1職 穐,5ni  l

    26     3.O  I  17.33  1   1.2   !  ノノ 2.5m                    I                                                                            鴫                                                                               も

    40     4.6     17.39      1.2     〃 3.Om

    56     5.3     21.13      1.0     〃 3.Om           i

    52     8.3     12.53      1.6      〃 5.Om                                                                       「

    53  7.2  14.72 ' 1.4   >>6.Om

    47 1 g・3 1 10・11 ミ 2・O i 〃7・Om    }}

                                                                      凶
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 す な わ ち半径1cm当 りの年輪数 は最 小10.11か ら

最 大23.64ま で の闇にあ り,両 者の間に は約2倍 の

差 異があつ た。直径 と年輪 数 との関係 も明瞭で はな

いが,お お よそつ ぎの よ うな実験式を えた。すなわ

ちlogy=logx十1, Y:年 輪 数, x:直 径cm

 本 調 査地附近で の伏条の成立状態につ いての調査

結 」顯こ乏 しいが,山 内(ユの)の結果 ではヒバ は直径2cmを

こえ るよ うな太い枝 は発根率 が著 し く少な く,枝 条

の土壌 接着部の直径が1cm未 満 の ものが著 しく多数

であ る。 前述 した 中江の報告 も,樹 高1m未 満,直

径1cm以 下 の稚樹 の割合が 多 く,こ の ことは少 く

ともこの大 きさ以上 のものが伏条にな る機会の 少な

い こ とを示 して いる とい えよ う。 この こ とは伏 条 と

て成立しはじめたとき・ すでに地際で1cm程 度の直径をもつていることを示すもので・伏条 とし

の成長は正確には伏条 として成立しはじめた時から後の経過について取扱われるべきであろう。 し

しこれよりも人 きい伏条がもともと直径約1cm程 度のものから徐 々に成長 して大きくなつたも の

繕(ミ)またはもともと大きかつた枝が伏条 として発達したことによるのかは明らかではない。被圧部分

 大成長の経過から伏条 として成立した時期を求めることは不可能である。

 ・つれにせよ閉鎖 した林内で母樹の下枝,ま たは独立した伏条 として被圧された状態にあつたこと

 かであろ う。 ここではそのような状態におかれたものの成長状態の概要を推定しうるにすぎない。

陰きにえた実験式から伐根測定の結果についてそれぞれの大きさに達するに要 した年数の最大,最

 び平均値を求め,推 定樹高と対照したものが第5表 である。

         Table 5. years-height and diameter relationship.

         錆5表 稚 樹 の 大 き さ と 年 輪 数

 dia          1        2        3        5       10       15       20

直  径cm
_一 _          _一     一     . .一  .  一 一 一      一. 一    一一 一 一..一 一 」 一  一 一一 一  幽                                                       一  . 一  .一一

    min.

 年  最 小   8   15   20   30   50   68   85
団

1輪 認a渓 15 26 35 52 9・ 12・ 15・
 数  mean
    平 均  11   19   26   40   68   94   120
-一 一 一 一 ぼ 一一一 一...一 「 一 一 一 一 一一 」 「 一 一 一.一 一 一.一 一 一 一 一 一 一 一.一

推囎 錨
、m ・・9 1・4 ・8 2・8 5・1 7・4 .;

沙なわち伏条 性稚 樹が樹高 約2mに 達 す るのに最 小約22年,最 大約37年,平 均28年 を必 要 とす る。

←し直径1cmで 最 小約8,最 大 約15,平 均 約11の 年 輪 数を有 したか ら,仮 に1cmの 枝 か ら発達

㌧と仮 定する とこの年 数 だけ差引いておかねばな らな い。

,田 は被 圧 された稚樹の成長 蚤は極 めて少な く直径成長 は年平均1.4～1.6mm,樹 高 成長で4・7～

.mで あ つて,胸 高に達す るのに平均24年,3・3mに 達 するのに56年 を要 す ると報 告 した。 中江(の)の

 で は直径成長}1{:は平 均0.4～0.8mm,樹 高 成長1[1は3.3～3.7cmで あ る としてい る。 ここで推定

.爽直径成長t:は0.9～2mmで,中 江 の結1穫 よ り多 く,柴 田のそれに近い。た だ しこの値 は地上 高30

 の値 である。

茸れ らの成長hl:は 極 めて少ない といつて よ く,閉 鎖 した林 内で水 平に拡 がった クローネを もち,根
、
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系 の発 達 も不良 の よ うで,日 陰に入つた林木 の下枝 と同様辛 じて 自休 を支えてい るにす ぎない よ うに

思わ れ る。従つ て また年輪 欠除の現 象 もお こつて いる もの と考 えねば な らないであろ う。

 こ こに推定 され た稚樹 の成長1「ヒには最 大と最 小 との闇に約2倍 に近 い差異 があつ た。 これには測定

の誤差 のほか に,ス ギ,広 葉樹 混交林分 内で スギ伏条 の発生 した局部 の環境条1=の1組 ・に よるもの と   ・

み て よいであろ う。

 4)あ とが き

 こ の調査 は今後 当演習 林内での伏条性 スギ稚樹 の成立す る場 所を明 らかに し,成 立,生 存,成 長に

必要 な環境条件 の解析 を行 うとともに,伏 条性稚 樹の生理 を知 るこ とに よつ て よりil=.しく解釈 する蕎

とが できるで あろ う。

 しか し本調盃結果 だけか らで も少な くともつ ぎの よ うな こ とは指摘で きる と考 える。

 す なわ ち,す でに柴 田 も指摘 した よ うに これ らの稚 樹は被 圧 してい る上 層の クロー ネを除去 しない

限 り旺盛な成長 を 回復 して成林 に役立つ とい うことはないであろ う。 しか しこの場 舎,疎 開 しただけ

で稚樹に対 し保育が行われ ないな らば 少 くとも疎 開時に樹 高約2m程 度 に まで成長 してい ることが必

要 で,ど の よ うな稚樹で も役に立つ とい うのでは ない。

 現 在 林内に存在す るスギ伏条性稚樹の成立本数 は場所 に よつ てそれぞれ違 うとして も,中 江 はIOm'

36本 を 数えてい る。伏条は林 内に均一に広 く成立 する とい うよ りも,局 所に ま とまつ て成立 していx   蕪

こ とが 多いので一 臨 の数 字をその ままh・ 当 りにhr{"一ｧiしドごも実隈Lあ ま 臆 味 がなし・.し か しこa  l

よ うに多数 の稚 樹が成立 していた として も成林にほ とん ど役立 たない と思われ る樹高2m以 下 の もの  雛

が 占め る割合が多い。従つて上層木伐採 の後,ス ギ伏条性稚棚 に よる憂新を期待す る場合には,稚 樹

の成立 本数 のほかにその大 きさを測定 し,少 くと4,樹 高2m以 上 の ものの本 数を1:/i¥IIII_II.して お く必要力

ある。2m以 下 の稚樹を更新に役立て るためには とくに注意深 い保育 が必 要であ ろ う。 しか しこのよ三  ll

うな小 さい伏条性稚樹はサ シキの発根率の高いことを利用 して,サ シホの採取により有利に養苗を石   葉.

うこ とも可能 であ るし,Xこ れ らのサ シホを用 い て直 ざ しを老 慮す る ことも必 要であ ろ う。      鎌

 一 方 伏条性稚樹 は閉鐙 した クローネの下で被圧 を うけ なが ら辛 じてその#.命 を 支えてい るにすぎfd  、「1

い よ うであるが,年 々嘩 かつつrJ脹 して二1δり,し か1,被 圧 に耐 えてか な り長 い期間生存 し,疎 開を う  講

け る と再び11.Ll.な成長 を回復す る能 力を もつてい る とい える。 中山(の)も指摘 した よ うに伏 条性稚樹を よ   譲(あ)

り合理 的に取扱 い,利 川 す るこ とに よつて,当 地 方で は伏 条に よるスキ択伐 林型 をつ くる ことも不司   灘

能ではないように思われる。                                繕

                 5摘 要       灘

 1)京 都大学削 三演習林1・おけるノ撚 生ス琳 鍼 立過蓼,!について,昭 不・3161・春にスギ林の噸  嚢

された3・職,赤 崎酪 礫J・9h。樹 、いて伐根を利肌`C 2,3の 燃 を行・・た。     ;・ll

2)燃 生・ギは殆んど熔 て幼時は著しい側 獣 態にあ・・誠 長棚 、て不良で,あ ・・ζ時 鰍 ワ  難

急に肥 知 帳 が 盛んになつ ている.こ の よ うな旺盛なrkを1鴨 した時 期は伐根訊腔 敵 れば約膨 、

前で攻,る。¥/時 ク リの伐採 が行われた記録 が痘)り,昭 利31年 に 伐採 された スギ林 の成立 は約50年 前醒

おけ る ク リの伐採 に よる疎 開 と密接 に関係 してい るよ うで ある。

 3) 旺 盛 な成長 開始前 に達 していた スギ稚t:)の 樹 高を推 定す ると,疎 開を うけた後成林に役立概

ために は,少 くと4、樹高2m程 度 に達 している必 要がある。2m以 下 の稚樹 の成t*に 役 立つ割合は;  1

め て 少 ない。

 4) これ ら稚樹 の成長状 態は極 めて不良 で毎年 の直径 成長1};.は0.9～2mmに す ぎない。樹高約l

mに 達 した もので地上30cm点 で の年輪数 は最小22,最 大37,平 均28に 及 ぶ。 しか し被 圧に耐えで

              の
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 1間生存し・環境条件がよくなるとそれに応 じて成長を回復する能力をもつているといえる・
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Résumé

 In the KYOTO UNIVERSITY FOREST of  ASHIU, the Sugi natural forest exist almost over all the area. 
   Sugi natural forests develope partly as the pure forest, but mainly as the mixed forest with many 

  'a these mixed stand , it found many young trees of Sugi, not taller than about  5m high, but not young,  
'  fished from twigs of mather trees, that is layers. 

  It seemed that these layers has a very important role on the natural reproduction in this area. At the 
   er area of AKASAKI-NISHIDANI, the process of the development of Sugi natural forest was presumed, 

 1g the stumps of newly cut down. 
    generaly, there were very dense annual rings in the central of stumps, and at a given stage, the 

    ring width were sharply enlaged. The time which thickning growth was accelerated was about 50 
   ago, and about the same time, there were the several proof that the Japanese chestnut were cut down 

    same locarity. Therefore the establishment of Sugi natural forest is closely related with the cutting 
 mese chestunt about 50 years ago. 

                                at is, about 50 years ago, it seemed that there were many layers of Sugi under the closed crown of 
 se chestnut, Sugi and other trees. There growth were very imitted, the mean annual growth in  dia- fr  

, :was only  O.  9-2mm. As the result of cutting of Japanese chestnut which occupy the crown, these 
   were free from suppressed condition, took enongh light, recovered their growth, and grown to the 

 outted Sugi natural forest. 
 MTh there are many layers, not all the layers recover the growth as the result of the cutting of 

 se chestnut, but the layers that about 2m high or more could recovered their growth, it seemed. 
 [Byers shorter than 2m high had almost no role on the natural reproduction . 

 ['out 60% of the layers under the closed stand are shorter than 2m, and so more than half of layers 
    role on the reproduction. 

   seemed that the root-system of these shorter layers are very shallow and limited, accordingly they 
  _ufer the damage by drought due to the disappearance of the protection of the crown.


